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堀田力　日本中をいきがいと助け合いのあるいき

いきとした社会にしていきたい。誰一人残らず元

気に暮らせる日本にしていきたい。そういう熱い

思いを持った、全国で３０００人を超える皆様方

がこのサミットに参加していただいております。

　このサミットは、大阪、神奈川、東京で、ホッ

プ・ステップ・ジャンプと進んできました。大阪

サミットでホップとして「地域共生の道をみんな

で進もう」という問題提起の議論をし、神奈川サ

ミットで「どうつなぎ、どういう問題をどういう

ふうに取り組んでいけばいいのか」という進み方

をステップとしていろいろ協議いたしました。

　そして、最後であります今回の東京サミットで

は、行く道は「地域共生への道」しかない、それ

全体シンポジウム
地域共生社会への進展
～住民主体で大ジャンプ～

【パネリスト】宮本  太郎氏　中央大学法学部教授

広井  良典氏　京都大学人と社会の未来研究院教授

勝部  麗子氏　社会福祉法人豊中市社会福祉協議会事務局長

髙橋  由和氏　特定非営利活動法人きらりよしじまネットワーク事務局長

【進　行　役】堀田  力	 公益財団法人さわやか福祉財団会長

左から、堀田力、宮本太郎氏、広井良典氏、勝部麗子氏、髙橋由和氏



23

いきがい
助け合い

をどう進めていくのか、その具体的な道筋までを

みんなでしっかり議論して考えて、これからの日

本の進み方、社会のつくり方、それぞれの生き方

についてのメッセージを、ジャンプの方向として

広く訴えていきたいと考えています。

　全体シンポジウムでは、基本中の基本である

「地域共生社会の持つ意味」をもう一度しっかり

堀田　まず、地域共生を広い意味でしっかり提唱

されて、その道の大切さをずっと説き、いろいろ

な考え方をリードしてきてくださいました宮本さ

ん（今日はお互いに「さん」でいきたいと思いま

す）、 よろしくお願いします。

宮本太郎　今日の私の役回りというのは、これか

らの議論が地域共生社会というビジョン、その進

展につながるように、その枠組みを示すというこ

とかなと思っています。

　皆さん、「地域共生社会」と聞かれてどのよう

にイメージされるでしょうか。「抵抗感のない言

葉だけれども、ぼんやりしているなあ」と思われ

る方が多いと思います。実際、地域での取り組み

に関わっていらっしゃる方は、地域包括ケアシス

テムもずいぶんややこしい仕組みだったけれども、

さらに子どもや障がい、困窮の分野と一体になっ

てくると言うと、非常に複雑でどうなってしまう

のだろうかと思われている方も少なくないのでは

ないかなと思います。

　今なぜ地域共生社会なのかということを考えて

いきたいと思います。まず、お馴染みの肩車社会

のイメージから考えていきます。地域共生社会は、

実は脱・肩車社会のビジョンではないかなと思い

ます。２０４０年、高齢世代が３９００万人にな

って、現役世代と高齢世代の比率が１・５対１く

らいになっていくということで、肩車社会のイメ

４名の識者の方々のお知恵で探り出していきます。

地域共生への道の基本としては、住民の方々がそ

れぞれにしっかり頑張っていただけるように、み

んなで助け合い、励まし合い、支え合ってやって

いくことが大事ではなかろうか。そのことを全体

シンポジウムでしっかり確認したいと願っていま

す。

ージが出てくるわけです。でも、肩車のイメージ

はどうなのでしょうか。おそらくこのサミットに

参加しておられる皆さんはいろいろ突っ込みどこ

ろがあるのではないかなと思うのです。

　やはりポイントは、支え合いのケアで、支える

側・支えられる側、担ぐ側・担がれる側がはっき

り分かれない。そして、ケアの価値が高められて、

誰もがそれに参加して、老若男女問わず、支える

側・支えられる側問わず、元気人口を増やしてい

く。これが地域共生社会のビジョンなのだと思い

ます。

　コロナ禍の中でケアの価値は見直されていると

思います。介護であれ、保育であれ、ケアが縮小

することで生活がしっちゃかめっちゃかになると

いうことを私たちは体験してきたわけなのです。

ケアの価値が見過ごされてしまうことは今に始ま

宮本  太郎氏

地域共生社会を前にすすませる
ケアが尊重され楽しくなる社会へ
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ったことではないと思います。非常に根深い問題

なのではないかなと思います。

　おそらく皆さんにもお馴染みのナゾナゾ「朝は

４本足、昼は２本足、夜は３本足、この生き物は

何だ」があります。ギリシャ神話、オイディプス

神話の冒頭で、スフィンクスが道行く旅人、基本

的に働き盛りの男性たちに問いかけるのです。そ

の男性たちは、４本足でハイハイをしてケアにす

がっていた赤ん坊時代を思い出したくもない。そ

れから３本足になってケアに依拠する老年時代を

考えたくもないということで、スフィンクスのナ

ゾナゾに答えられないわけです。それで、スフィ

ンクスに食べられてしまう。

　前回の神奈川サミットで、元京都大学総長の山

極壽一先生が「人間の脳がゴリラよりずっと大き

くなったのは、人間の集団が子育てのケアに携わ

ることをきっかけにしてなのだ。そういう意味で

は、ケアというのは人間にとって極めて基本的な

営みなのだ」とおっしゃっていました。それを忘

れてしまった旅人、特に成人男性に対するスフィ

ンクスの怒りが爆発したということになるのかな

と思います。

　もちろん現代では日本を含めて自治体や国がケ

アサービスを引き受けるようになっているわけで

すけれども、それは本当にケアの価値が認められ

たのか。人間にとっていかにかけがえのないもの

かということをみんなで受け止められたのかと言

うと、必ずしもそうではないところがあったと思

います。要するに家庭で主婦がばらばらにケアに

携わっているよりも、自治体や国がまとめて引き

受ければ効率的であり、「女性にはもっとケアよ

り大事な仕事を社会でやってもらわなければいけ

ないという事情もあるし……」みたいな、そうい

う形でケアの社会化が進められてきた節はなかっ

たろうかということなのです。

　しかし、社会が成熟するにつれて、ケアが人生

においていかにかけがえのない営みであるのかと

いうことが多くの人の感じるところになってきた

と思います。相談支援であれ、身体的なケアであ

れ、生活支援であれ、あるいは就労支援であれ、

そうしたケアというのは、「あなたが今ここにい

ること、そのこと自体に価値があるのだ」という

ことを伝え、さらに可能であるならば、その人た

ちが自分の価値に気づくことができるようなつな

がりや場に誘っていくことがケアなのだというこ

とが、だんだん了解されてきたということです。

　またそうした働きかけを通して、ケアを担う人

自身が誰かを元気にできたということで、自分も

元気になれる。これがケアの本質なのだろうと思

います。

　こうしたケアを高める流れを定着させていくこ

とが非常に重要なのだと思います。住民主体の大

ジャンプがこのサミットの目標ですけれども、そ

れはケアの価値が高まる、跳ね上がる、そのエネ

ルギーで可能になるのではないかなと思っていま

す。

　ケアの価値の高まりを定着させる上で必要なの

が、先ほど申し上げた地域共生社会のビジョンで

あるわけですけれども、そのためにも私たちの暮

らしで「ワーク・ライフ・ケアバランス」を実現

していくことが非常に大事だろうと思います。

「ワーク・ライフ・バランス」というのは、皆さ

ん聞き慣れているわけです。でも「ケア」ってど

こへ行ってしまったのだろうか。ライフというの

は休息、睡眠、趣味の時間等なのであって、ここ

とケアを一緒くたにしてしまっていいのだろうか。

きちっとワークとライフにつなぐ第３の時間とし

て、ケアを確立しなければいけないのではないか

ということです。

　ケアが全部行政サービスに委ねられてしまって

はいけない。スウェーデンは行政サービス中心、

官僚的な福祉国家の代表格のように思われていま

すが、実はワーク・ライフ・ケアバランスを追求

してきた国でもあるのです。親を巻き込んでいく

ことに特徴があるレッジョ・エミリア方式と言わ

れる保育とか、自分の身近な人を介助者に迎える
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ことができる障がい者福祉のアシスタンス補償法

とか、血のつながりがなくても「自分にとってす

ごく大切なのだ」という人の介護や看取りのため

に有給休暇が取れる隣人介護休暇制度であるとか、

実は本当に質の高いケアを追求してきた国は住民

を巻き込むことに力を入れて来たことを重視した

いと思います。

　日本でももちろん住民参加型のケアは大きな広

がりを見せてきたわけです。その上でケアの価値

を抜本的に高めて、地域の活力につないでいくビ

ジョンが地域共生社会であるということです。

　地域共生社会というのは３つの点で定義できる

のかなと思っています。

　１つ目は「各層・世代を超えて、支える側・支

えられる側に分かれず、誰もが誰もをケアできる

社会」、 ２つ目は「元気にするケアへの参加が担

い手の元気も広げる社会」、つまりお互いが元気

になる社会。

　その具体的な方法は何かと言うと、３つ目で、

ちょっと強引に定式化すると、「つながる・つな

ぐ・場をつくる」取り組みが地域共生社会をつく

ることになるのではないかなと思います。

　まずその人につながる。先ほど申し上げたよう

に、そこであなたの存在そのものに価値があるの

だということを伝えるだけではなくて、その人を

そのように実感できる場に誘っていくことです。

そして誰もが自分の価値を実感できる場を地域に

つくっていくことだと思います。

　ただ、つながる場は必ずしも誰をも元気にでき

るわけではなくて、場で元気になることもありま

すけれども、場で傷つくことも多いのです。そう

いう意味では「つながり直す、つなぎ直す、良い

場をつくっていく」ことも非常に重要だろうと思

います。

　この「つながる・つなぐ・場をつくる」に何か

マニュアルがあるのかと言うと、そうではなくて、

実は皆さんの地域に「つながる・つなぐ・場をつ

くる」ために、行政のツール、民間のツール問わ

ず、様々なツールがあるのだろうと思います。

　この図（図１参照）はそれぞれの項目ごとに第

図１

①つながる
（包括的な相談支援）

②つなぐ
（参加支援）

③場をつくる
（地域づくり支援）
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１層、第２層、つなげるためのツール、つなぐた

めのツール、場をつくるためのツールにどんなも

のがあるのかということを示しています。

　まず、「①つながる」ですけれども、すぐに

「包括的な相談支援」という言葉が出てくるのか

なと思います。ただ、これは自治体に１つのワン

ストップの窓口があって、そこで皆さんをお待ち

することではありません。いろいろな困難に包括

的に対応できる入り口がいっぱいあることが重要

だろうと思います。

　イメージとしては、第１層のところに自治体の

役所の窓口がある。そこでみんなを待ち構えてい

るというのではなくて、第２層、生活圏に様々な

入り口がある。この後、勝部麗子さんから豊中市

の経験をお話しいただけると思いますけれども、

私も勝部さんに豊中を案内していただいた時に、

そういう窓口があるのかなあと思っていたら、外

に引っ張りだされて、道行くコミュニティソーシ

ャルワーカーの人たちにどんどん紹介していただ

きました。「こんなふうに入り口が地域を行き交

っているのだな」ということがよくわかった次第

です。

　あるいは最近はオンラインの窓口も広がってい

て、内閣官房の孤独・孤立対策担当室が始めたオ

ンラインのチャットボット「あなたはひとりじゃ

ない」を皆さん、ご覧になったことがあるでしょ

うか。これはいろいろな相談窓口につながってい

く仕組みで、メリット・デメリットいろいろだと

思いますけれども、これからこうしたつながる手

段が広がっていくのだろうと思います。

　いずれにせよ、どんな入り口でも、傾聴するこ

とがその人の存在そのものが大切だということを

伝える第一歩ですけれども、さらにその先に「②

つなぐ」ことが重要になってくるだろうと思いま

す。

　つなぐためにも、まず人々が場に赴くことを難

しくしている医療の問題やコミュニケーションの

問題、経済問題。実際、交通費がないという人も

たくさんいるわけでありまして、この辺りをちゃ

んと慮ることが大事だと思います。つなぐための

行政的な手段としてはケース会議みたいなものも

ありますし、医療の分野では社会的処方。薬の処

方箋を出すだけではなくて、本当にみんなを元気

にするためには、元気になる場を紹介しなければ

いけない。場の処方箋を出すということも広がっ

てきています。

　あるいは、先ほど申し上げたように、その場が

本当にその人を元気にするかどうかわからないと

いうことで、滋賀県東近江市の働き・暮らし応援

センター「Ｔｅｋｉｔｏー（テキトー）」 では、

いったんつないでみて、そこでいろいろなことが

起きるわけですが、それはもう折り込み済みで、

何か起きたら、その場を主宰している人、当事者、

そして支援者が一堂に会してつなぎ直すのか、あ

るいは場のあり方を変えていくのかということを

協議している。こんなつなぎ方も出てきています。

　さらに言うならば、「③場をつくる」というこ

とです。元気になる場をつくるって、何かすごく

大変な高等技術のように聞こえるかもしれません。

この後、きらりよしじまネットワークの話がある

と思いますが、実はそれは意外に身近なところか

ら始まる。地域の困り事を解決していく場をつく

っていくことが非常に大事な場づくりになってい

くということです。

　まず紹介したいのは、秋田県藤里町の経験です。

人口３８００人の小さな町で、調べてみたら１１

３人の引きこもりがいた。過疎の町でこの数は絶

望的だと思ったけれども、マイナス×マイナスで

プラスになるのです。町を元気にしていくのは、

地元名産の舞茸を使ったキッシュの製造販売で、

ここに引きこもっていた若者たちをつないでいく

ことで、これまで気がつかなかった自分の価値、

この町を救うことができる自分の価値に目覚めて

自己肯定感を回復していったということです。

　それから子ども食堂も広がってきています。実

は子ども食堂の利用者のうち高齢者は「むすびえ」
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の調査だと６３％なのです。子ども食堂というの

は、実は高齢者食堂であり、学生食堂であるとい

うことがわかってきたということです。

　さらにはオーダーメイド型の就労です。引きこ

もっていた人が引きこもったまま働くＩＴ会社

「ウチらめっちゃ細かいんで」。 なぜこんな社名

かと言うと、この会社で働く人たちの多くはけっ

こう横暴な上司などに心ない言葉を浴びせられて

心が折れてしまい、彼らの細かさ、繊細さのため

引きこもりになってしまった。しかし、「何もそ

んな上司と付き合わないでいいよ、テレワークで

いいよ」と、部屋に閉じこもったままホームペー

ジの作成ビジネスに従事すると、彼らの細かさ、

繊細さが活きて、ディテールがよくできたホーム

ページをつくる会社として評判を得ていくという

形を実現しています。

　こんなふうに場づくりというのは、地域課題解

決型、子ども食堂のような多世代交流型、さらに

言うならばオーダーメイド型の就労型、いろいろ

な取り組みを考えることができるのではないかな

と思います。

　最後にまとめとして、「この後の討論への関心」

を表明させていただきたいと思います。

　今日申し上げたことは、ケアの価値が見直され

つつあり、「つながる・つなぐ・場をつくる」中

で、地域共生社会をつくっていくことについては、

「あなたの存在そのものに価値がある」という点

を伝えていくことが大事だろう、ということです。

堀田　広井さんは、社会がだんだん定常型で進ん

できていることを提唱しておられまして、ＡＩを

活用した「日立京大ラボ」との共同研究で非常に

詳しいシミュレーションのもと、日本社会のこれ

からのあり方を探り出されました。方向として地

　豊中市や川西町では、この「つながる・つなぐ

場をつくる」取り組みをどんなふうに実現して

きたのか、ぜひこの後、お伺いしたいと思ってい

ます。「場をつくる」ということで、続いて広井

さんがお話しになりますけれども、こうやって地

域の困り事等に向き合いながらできるコミュニテ

ィは旧来のコミュニティとどう違うのだろうかと

いう辺りもぜひお伺いしたいと思います。

　地域包括ケアシステムはややこしかったけれど

も、地域共生社会って細かく議論していくと、と

てもややこしい。誰しもストンと納得できる理解

をどう広げていくかということも引き続き考えた

いと思います。

（拍手）

堀田　ありがとうございました。かつては働いて

稼ぐことが一番価値のあることであり、ケアし合

うことはそれに比べればあまり重要な価値はない

と見られていたけれども、そうではない。人と人

とがつながって助け合い、ケアし合う。ただ、世

話するだけではなくて、お互い様の立場でケアし

合う、支え合う、つながる、このことが最も大切

な価値である。これまでの価値観をそういうふう

に逆転させることが大切だという一番基本を説い

ていただきました。では、具体的にどう進めてい

くのか。「つながる・つなぐ・場をつくる」とい

う基本のところが大切なので、そういう形で地域

共生社会をつくっていくことがこれから大切な道

なのだということを説いていただきました。

方分散型で進めることが大事であり、そして共生

が大切だということをおっしゃっています。広井

さん、よろしくお願いします。

広井良典　宮本さんから非常に包括的なお話があ

りましたけれども、それを多少補完するようなお

「地域への着陸」の時代
人口減少・成熟社会のデザイン



28

話をさせていただければと思います。

　まず、今私たちがどういう時代を生きようとし

ているのかを押さえておきたいと思います。日本

の人口は江戸時代が大体３０００万人くらいでフ

ラットでしたが、明治以降は線が直立するくらい

人口がずっと伸びていきました。しかし、２００

８年がピークで、その後、数年上下する年があり

ましたけれども、２０１１年からは完全な人口減

少社会です。

　今の出生率１・３くらいが続くと２０５０年頃

には１億人を切るということで、まるでジェット

コースターが頂きから下るようになっている。し

かも、私たちはそのジェットコースターが落ちる

間際にいるようにも見えるので、大変だという議

論がいろいろあるわけです。

　ただ、私自身は、人口減少社会というのは確か

に多くの難題を私たちに突きつけてくるものであ

りますけれども、これは１つのチャンスでもある

のではないかと思います。「危機をチャンスに」

という言葉もありますように、とにかくこれまで

ひたすら経済を大きくするという価値観でやって

きた社会のあり方から、ある意味では本当の意味

の豊かさと言いますか、それを実現していく新し

い出発の時代と言うか、そういう状況に私たちは

立っているのではないかと思ったりするわけです。

　そういう中で、各地で「地域の幸せとは何か」

という動きが、ある意味で百花繚乱のように起こ

ってきていると思います。東京都荒川区が２００

５年から掲げている「グロス・アラカワ・ハピネ

ス（ＧＡＨ）」 は、地域の豊かさをかなり精緻な

４６項目にわたる幸福度指標をつくって対応を行

っています。その理念に共感して、今約９０の自

治体で「幸せリーグ」をつくって、同じような政

策を展開している。こういった動きが各地で非常

に活発になってきていると思います。

　これに限らず、全体としてポジティブな価値を

見つけていこうという動きがいろいろな分野で出

てきていると思うのです。１９９０年代に「ポジ

ティブ・ウェルフェア」が言われて、「このおじ

いさんはこれもできない」「このおばあさんはこ

れもできない」というネガティブなところにばか

り目を向けるのではなくて、「この人はこれがで

きる」「この人はこれが実は得意なのだ」という

ポジティブなものを引き出していくポジティブ・

ウェルフェアが唱えられていたのはご記憶の方も

多いかと思います。心理学の分野でも、最近、ポ

ジティブ・サイコロジーという人間のプラスの面

を引き出していこうという動きが活発です。また

「地元学」という地域再生に関わる領域は、「う

ちの地域にはこれもない」とか、ないものねだり

ではなくて、「これがあるではないか」という

「あるもの探し」の考え方です。

　これらは全部共通していると思うのです。つま

り、これは時代状況とも関わっていると思うので

す。経済や物質的な豊かさが放っておいても大き

くなる時代は、それはそれで良かったのですけれ

ども、現在のような成熟した時代は、こういうふ

うにプラスの価値を積極的に見つけていったり、

引き出していく、つくっていくことが非常に重要

になってくると思います。

　ちょっと話のレベルを世俗的にしてしまうよう

で恐縮ですが、１９７５年に流行った歌『木綿の

ハンカチーフ』は、私くらいの世代だと全く説明

不要なのですが、学生に話しても全然通じない話

題で、世代間のギャップを非常に感じる話題の１

つです。なぜこの話かと言いますと、まさに先ほ

広井  良典氏
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どの話とつながってくるわけで、人口増加の時代

は、良くも悪くもすべてが東京に向かって流れて

いった、集中が進んでいった時代です。言い換え

ると、「地域からの離陸」が進んでいった。地域

からどんどん人々の関心が離れていった。それが

これからは逆の時代になるわけです。この『木綿

のハンカチーフ』とは逆の方向、まさに「地域へ

の着陸」の時代が進んでいくのではないか。これ

が人口減少社会の１つの特徴でもあるのではない

かと思います。

　それをわりと身近に感じるのは、「若い世代の

ローカル志向」で、例えば静岡出身のある学生が

「自分の生まれ育ったまちを世界一住みやすいま

ちにするのが自分の関心である」とか、新潟出身

の学生が「地元の農業をさらに活性化することに

一番関心がある」とか、あるいは海外に留学して

もともとグローバルなテーマに関心を持っていた

ような学生が「海外に出ていって、実は日本の地

域に一番課題がある、あるいは可能性もあるとい

うことに気がつきました」ということでＵターン、

Ｉターンをする。もちろん全員ではありませんが、

こういう例がここ１０年くらい非常に増えていま

す。これはやはり「地域への着陸」の時代を、あ

る意味で若い世代が象徴的に示していることかと

思います。

　これも似たような例ですが、「ふるさと回帰フ

ェア」が毎年９月くらいに東京の有楽町などで開

かれています。２０１９年のテーマは「なぜ、い

ま若者は地方をめざすのか」。 ちょっと関わりが

ありましたので、事務局の方に聞きますと、「以

前はこのフェアに来るのは中高年の方が大半だっ

た。それがここ数年は若い世代が過半を占めてい

る」ということで、時代の流れを感じます。こう

いうところにも地域やローカルへの関心が示され

ているのではないかと思います。

　一方、１９４０年から２０５０年までの長い時

間軸で、人口全体に占める「子ども・高齢者」の

割合の推移を見た時、ずっと減っているのが子ど

もの割合で、ずっと増えてきて今後も増え続ける

のが高齢者の割合になります。両方を足したもの

を私は「地域密着人口」と言って注目しています。

なぜ「地域密着人口」なのかと言うと、人生の中

で子どもの時期とリタイアした後の高齢期は地域

との関わりが強いのです。現役時代はどうしても

会社や職場との関わりが強くなります。地域密着

人口を見ると、２０００年代くらいから増加に転

じて、２０５０年にかけて高齢者が中心になりま

すけれども一貫して増えていきます。まさにこの

地域というものの存在感が否応なく高まっていく

のがこれからの時代と言えるかと思います。

　続いて、ここ数年行ってきているＡＩを活用し

たシミュレーション研究について話します。ＡＩ

というのが突然出てきて、唐突な印象があるかと

思いますが、最近は「政治家の言うことはなかな

か信用できないけれども、ＡＩの言うことならち

ょっと聞いてみようか」という方もいらっしゃい

ます。

　研究の出発点は「２０５０年に日本は持続可能

なのか」でした。人口減少とか膨大な借金を将来

世代に回して、これで本当に持続可能なのかとい

う問いでした。

「日立京大ラボ」と一緒に、①人口、②財政・社

会保障、③地域、④環境・資源という４つの持続

可能性に注目して、日本が持続可能であるために

は何が必要かというのを出そうとしたシミュレー

ションです。

　結論から言いますと、私にとってもやや意外だ

ったのですが、日本社会の未来にとって、東京一

極集中のような「都市集中型」か「地方分散型」

かという分岐が最も大きな本質的なもので、「人

口・地域の持続可能性や健康、幸福、格差等の観

点からは地方分散型が望ましい」というのがＡＩ

が出したシミュレーションです。まさに「地域へ

の着陸」の時代ということです。

　日本社会の現在、そして未来にとって重要と思

われる１５０くらいの要因からなるモデルをつく
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りまして、時間の流れと共にこういう要因がお互

いに影響を及ぼしながら未来が枝分かれしていく、

その２万通りのシミュレーションを行いました。

そして、地方分散型シナリオへの分岐を実現する

には何が重要かと言うと、地域経済を促すための

自然エネルギーなどの再生可能エネルギーの活性

化、まちづくりのための地域公共交通機関の充実、

それからやはり地域コミュニティを支える文化や

倫理の伝承、住民・地域社会の資産形成を促すた

めの社会保障などの政策、こういった要因が上位

に出てきました。ＡＩが言うのもそんなにおかし

くはないなという感じです。

　さらにコロナが起こったのを受けて、ポストコ

ロナの日本のシミュレーションをもう一度行いま

した。これも非常に印象的だったのですが、女性

活躍という点を含めて包括的な意味の「分散型」

社会への移行でした。先ほどは東京と地方とか、

そういう空間的な分散型だったのですが、ここで

出てきたのは男女の役割分担とか、働き方とか、

テレワーク、リモートワークとか、より包括的な

意味の分散型でした。「多様性」と言ってもいい

と思いますが、これが日本社会の持続可能性、豊

かさを高めていくという結果でした。

　大きく言いますと、昭和、つまり人口増加の時

代は、一言で言えば集団で一本の道を登る時代だ

ったと思います。これからはたとえて言えば、山

頂に登れば視界は３６０度開ける。それぞれが自

分の好きなことをもっと自由度が高い形でやって

いって、そしてお互いつながり合いながらやって

いくことが社会の持続可能性にも、また幸福とい

うことにもつながる、そういう状況になっている

のではないかと思います。

　最後に、コミュニティの再構築について触れさ

せていただければと思います。

　宮本さんのお話ともつながりますが、社会的孤

立はやはり今の日本社会の一番大きなテーマの１

つだと感じてきました。「世界価値観調査」とい

う国際比較の結果で、残念ながら日本は先進諸国

の中で社会的孤立度が最も高い社会になっていま

す。ここで言う社会的孤立は、家族を超えた、集

団を超えたつながりみたいなことが非常に希薄に

なっているということです。

　なぜそうなるかと言うのは、私の大雑把な理解

では、要するにもともと農村社会だったのが、高

度経済成長期に一気に都市に大移動して、そこで

会社と核家族といういわば都市の中の「村社会」

と言うか、コミュニティをつくってきた。それが

今成熟社会になって会社も家族も非常に流動化、

多様化している中で、どういうふうなコミュニテ

ィをつくっていくかというのが非常に見えなくな

っている状況かと思います（Ｐ３１図２参照）。

　ですから私の理解では、一言で言うと、今の日

本社会は古いコミュニティが崩れて、新しいコミ

ュニティがまだ見えていないということが基本に

なっているのではないかと思います。コミュニテ

ィをどうつくるかは、１つの答えがあるというよ

り、いろいろな形でつくっていくのが大事かと思

います。

　私自身は「鎮守の森コミュニティ・プロジェク

ト」を進めています。神社やお寺と連携してやる

ようなプロジェクトです。ここ十年来、一緒に進

めているのが宮下佳廣さんという方で、大手企業

を定年退職されて、退職以降の時期をどう過ごす

かということで森林インストラクターの資格を取

られたり、大学院にも行かれた。そこで私と出会

って、このプロジェクトを非常に熱心にやるよう

になられました。宮下さん曰く、「時間と競争に

追われた企業人時代にできなかった地域に根差し

た活動をやっていきたい」。 そして関心を共有す

るいろいろな仲間とやっています。すごくいい例

ではないかと感じています。

「鎮守の森コミュニティ・プロジェクト」は、具

体的に言えば、例えば埼玉県秩父市での地元の

方々とも連携している小水力発電の導入で、これ

は何年もかかったことですけれども、こういう形

でいろいろな活動が発展しているという状況です。
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　今日のテーマを考える時に、私が大事だと思う

もう１つのポイントは、将来世代・未来世代のこ

とを考えること。いささか今の日本社会は目先の

ことに追われて、将来世代にいろいろなことを先

送りしている面があると思います。しかし、持続

可能は、もともと国連ブルントラント委員会で出

された時に、将来世代が今の世代と同じような豊

かさを享受できることを持続可能性の定義の肝に

入れている。こういったことも意識しながら持続

可能な地域、持続可能社会ということを考えてい

くことが重要ではないかと思います。

　日本はまさに人口減少、高齢化の言うまでもな

くフロントランナーですから、「地域への着陸」

の時代を、これからいろいろな形で展開していく

ことが今まさに問われているかと思います。

（拍手）

堀田　ありがとうございました。ＡＩの知恵も借

りながら、日本の活力を取り戻すこれからの道は、

地方分散という方向をお示しいただきました。稼

ぐことを最大の価値とする企業が集中している東

京ではなくて、自然豊かないろいろな地方に、幸

せを求める人たちの心を満たすものがある。現に

若者たちはそういう行動を取りつつあるというご

指摘でありました。では、そこでどんなコミュニ

ティをつくっていくのか。古いコミュニティは壊

れたけれども、新しいコミュニティの形がまだ確

立していないというご指摘でありました。

　そこで、日本の各地方のコミュニティの復活、

そこでのつながりの復活を、日本で最も進んだ形

で実践してこられました大阪府豊中市、そして山

形県川西町吉島地区について、これからお２人の

実践例をお話しいただいて、そこでどんな形で幸

せが実現しているのか、探っていきたいと思いま

す。まず、豊中市の勝部さん、よろしくお願いし

ます。

図２
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勝部麗子　私たちのまちは大阪のベッドタウンで、

高度経済成長期に多くの方々が、特に西日本から

大阪に集団就職であったりとか、様々な形で集ま

られました。大阪万博があった１９７０年にはた

くさんの方々が団地に住んで、今、集合住宅がま

ちの中の７割を占めています。昭和３０年代、

４０年代は地方から出てこられた方々が自治会を

つくって、「ここが自分たちの故郷なのだ」と、

いろいろな取り組みをされてきたわけですけれど

も、だんだんとその取り組みも高齢化に伴い活動

が停滞し、自治会の組織率も今は４割を切るとい

うところまで来ています。多くの方々は分譲マン

ションを選び、管理組合はつくるけど、自治会ま

でやると役が増えるから止めてしまおうという状

況になり、ますますばらばらになっています。

　いろいろな方々と地域共生社会の話をする時、

醤油の貸し借りとかをしたということで昔は良い

まちだったかのようにおっしゃる方もいます。一

方、「地方は大変だった。バスに乗って出かけて

いくと、あの人はどこに行ったのかとみんなから

言われる」とか、「きれいな服を着て出かけると、

何をしに行ったのかとみんなにとやかく言われる。

でも、都会はいいよねえ。ご近所のことも知らな

いし、ドアを閉めてしまえばおつきあいもしない

で済む。希薄なつきあいができる」と、何か解放

された気持ちがあったこともよく皆さん、おっし

ゃるわけです。それからもう１つ、昔の社会とい

うのは例えばいわゆる座敷牢があったりとか、い

ろいろな苦しい人たちが社会に出ていけない状況

がたくさんあったわけです。

　私たち、豊中市社会福祉協議会では、地域共生

社会を実現していくためにみんなで頑張っていこ

うと、４つの方針を出して一緒に進めています。

　１つ目は「１人も取りこぼさない」。 本当に困

っている人はＳＯＳを出せないし、出さないので

す。人に「助けてほしい」とあんまり思っていな

いのです。助けたい人は多いけれども、助けられ

たいと思う人は少ないことをどうしていくのか。

　２つ目は「排除から包摂へ」。 排除まではして

いないけれども、無関心というのはとっても多い

わけです。自分の隣の家がごみ屋敷だと「何とか

してください。隣の方、どっかへ行ってください」

とか、認知症の人がご近所にいると「火でも出さ

れたら困る」などの苦情として現れます。今のよ

うな地域活動をする前、２０年前の私たちの地域

もそういう状況でした。

　ところが今は、例えばコロナになって家を失っ

た人たちが公園にいると、「朝４時にラジオ体操

に行ったら、公園に家を失った人たちがたくさん

いることがわかった。助けてあげてほしい」とい

う電話がかかってきます。かつてだったら、公園

にそういう人がいると、「子どもたちが危ないか

ら何とかしてください」という話になったわけで

す。なぜこうなったかと言うと、地域のみんなが

困っている人を発見して、私たちコミュニティソ

ーシャルワーカーにつなげば、その人たちが新た

にもう１回生活をやり直していけるということを、

地域の皆さん自身がたくさん知ったからです。

勝部  麗子氏

地域共生社会への挑戦
すべての人に居場所と役割を…
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　発見力と解決力は車の両輪です。地域の皆さん

が、自分たちはより身近なところでいろいろな心

配事を抱えている人たちと出会うことができる。

「全部解決せえ」と言われたら、そんなことはで

きないけれども、断らないでしっかりサポートで

きる人たちとつながることによって、１人でも２

人でも助けていくことができること、「１人も取

りこぼさない」ことにつないでいけることをみん

なが考え始めたからです。

　３つ目は「支えられた人が支える人に」。 支え

られている人たちは支えられるだけの役割ではな

くて、支えることもたくさんできることを実感し

始めました。私たちのまちでは、例えば引きこも

り経験のある若者たちは不登校の子どもたちの学

習支援の先生をしてくれています。また、コロナ

禍で生活困窮になられた方々が貸付に来られます

が、フードバンクの食材支援を見て「これって誰

がくれるんですか」と聞かれ、「市民の方がご寄

付でくれています」と答えたら、「うちは豆腐屋

なんだけど、豆腐が余る日があるから、それを皆

さんに提供したいです」と言ってくれます。要は

「自分は今このことでは困っているけれども、助

けることもできる」ということがあるわけです。

人って、助けられてばっかりだとしんどいけれど

も、人を助けることで元気になっていくという瞬

間をたくさん見ています。

　４つ目は「すべての人に居場所と役割を」。 そ

んなことを考えて私たちのまちづくりが始まって

います。

　２００４年から豊中市では「断らない福祉」と

いうことで、制度の狭間で困る人たちの問題を住

民の方々と一緒に発見し、そしてその方々の課題

をみんなで考えて解決していくために行政の中で

仕組みづくりをずっと進めてきました。この中で、

ゴミ屋敷や子どもの貧困、引きこもりの問題、８

０５０問題、アルコール依存、刑余者の人たちな

ど、今まで普通に地域活動をしている中ではなか

なか出会うことのなかった人たちと出会うことに

なり、そういう問題とみんなが向き合っていくこ

とを考え始めました。

　この間、５０を超えるいろいろなプロジェクト

を立ち上げました。行政の制度だけで助けるので

はなくて、地域の力と行政の力を一緒に合わせた

ような仕組みづくりをたくさんしてきました。

　例えば徘徊する高齢者の問題は、徘徊する高齢

者を探すためＧＰＳなどを使っての仕組みもあり

ますが、認知症サポーター養成研修を受けられた

方々に登録していただいておいて、徘徊でいなく

なった人をみんなで探すということを日々やって

います。どこか遠くまで歩かれている方々をどう

やって探し出すかというのは、住民の力があるか

ないかではずいぶん差があります。住民の力がす

ごく重要だということをこの仕組みの中でも実感

してきました。

　この間に国の制度は様々に進んでいきました。

私も第１層生活支援コーディネーター（以下、Ｓ

Ｃ）の担当のほか、コミュニティソーシャルワー

カーや生活困窮者自立支援をしています。いずれ

の仕組みも国を挙げて進み出しましたけれども、

制度の狭間、今までの制度では支えきれない人た

ちをどうやってすくい上げていくのか、私たちも

いろいろと着手をしてきました。

　しかし、制度の狭間なので仕組みをつくり、予

算をつけましょうとなりますが、仕組みというの

は必ず対象者が決まるので、また新たな狭間がで

きるのです。やってもやっても狭間ができ続けて

いって、制度だけで支えていくことにはかなり限

界があるように感じるようにもなってきました。

　措置から契約へと制度が大きく変わった中で、

ＳＯＳを出せないとか、そもそも契約に馴染まな

い人たちがどんどん取りこぼされています（Ｐ

３４図３参照）。

「私はもう介護保険はいりません」と言われると、

地域包括支援センターも関わりきれないし、ケア

マネジャーも入ることができない。そうなると、

高齢になっても助けることができない。でも、近
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所の人は「あそこのおばあちゃん、こんな状態や

ねん」とよく知っているわけです。それから不登

校の子たちは、制度的に一生懸命訪問しても、な

かなか会うことができないことがある。本当に困

っている人たちはなかなか制度に結び付けにくい

のです。

　そこで大切だなと思うのは、やはりご近所にそ

の人のことを気づかってくれる人たちがいるとい

うことです。例えば、住民による見守りローラー

作戦で、１軒ずつ訪ねて、相談についてのチラシ

を配りました。「困ったことないですか」と聞い

たら「何もありません」と言われたけれども、「こ

の家は一人暮らしのはずやなのになあ、靴があっ

たなあ」。 実は８０５０問題の方で、息子さんが

引きこもっていることをずっと隠し通していた方

だったのです。そのチラシを届けたことから相談

が入ってきて、「本当に引きこもりの相談に乗っ

てもらえるのでしょうか」という話から、つなが

って動けるようになりました。この見守りローラ

ー作戦をした地域の民生委員さんやボランティア

の方々は「こんな人たちがまちの中で困っていた

ら、また助けてあげたい」と思って、声かけを続

けてくれています。

　それでもマンションはなかなか難しく、マンシ

ョンの管理組合は、建物管理はするけれども人の

管理はなかなかできないとこれまで苦戦していま

したが、私たちは「マンションサミット交流会」

を始めました。豊中市は早くから集合住宅ができ

ていると先ほど申し上げましたけれども、築４０

年を超えている建物がたくさんあるわけです。建

物も老朽化していますが、人も高齢化しています。

だから、高齢になった人たちがゴミ出しなどを自

分たちで管理できないような状況になっている。

あるいは認知症が進んで、本当にゴミ出しの日が

わからなくて、管理人さんに毎日お世話になって

いる方も出てきている。しかし、ゴミ屋敷状態に

図３
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なっても、マンションの中では解決能力がないの

で、弁護士を雇って文書を出してもそんなことで

は解決しないですよね。そこで、マンションと多

機関の専門職とがつながる入り口をつくり始めた

ことで、マンションに住む多くの人たちをサポー

トし始めているところでもあります。

　そして、このコロナ禍です。この２年半、もう

本当に職場から出ることなく、コロナで減収され

た方々の日々の貸付であったりとか、その後の生

活支援をずっとやってきたわけですけれども、コ

ロナ禍は私たちにいろいろなことを問いかけたの

です。

「１人も取り残さない」とか「１人も取りこぼさ

ない」とか言っていたけれども、家を失った人が

たくさんいる。それから外国人がコロナの貸付に

たくさん来られたのです。今まで豊中で一緒に住

んでいたけれども、自治会の活動に参加されるわ

けでもない、いろいろな活動をしても出てこられ

るわけでもないことで、こういう方々の存在を私

たちは本当に見ようとしていなかったことに気づ

かされました。

　ホームレスの人、外国人、ヤングケアラー、そ

して「お金がなくて、今日食べる物がありません、

２００円しかお金を持っていない」というご家庭

にたくさんの子どもたちが生活している実態が見

えてきたわけです。

　こういう問題を私たちは見ようとしていないこ

とに気づかされて、いろいろな新しい仕組みを考

え始めました。例えば、「子どものための学習支

援の場所が必要やね」「つくろう」ということで、

子どもたちのための場所をつくりました。初めは

地域の人たちは「勉強したかったら塾へ行ったら

ええやん」と言っていたのですが、「塾に行けな

い人たちがたくさんいることは、見ようとしてい

なかったら見えない」ということにも気づきまし

た。

　また、この２年半、地域の活動が止まったこと

で、認知症になったりフレイルになった人たちが

たくさん出てきました。彼らのために居場所をつ

くらないかんということでオレンジカフェをたく

さんつくりました。外国人たちとも交流する機会

をたくさんつくり始めました。

　今、求められている地域共生の課題を２つ言い

ます。

　まず、「ＳＯＳを出せない人へのアプローチ」。

どんなに立派な相談窓口があったとしても、そこ

まで辿り着ける人はごくわずかです。相談窓口に

来る人は自分で調べることができる人たちだけな

ので、「どこに行ったらいいよ」と、みんなが連

れ歩いていく。少しずつ「あそこの人に聞いたら

わかる」「ここの人に聞いたらわかるよ」という

ふうに、リレーでバトンをつないでいけるような

アウトリーチの体制をどうやって地域住民が住民

主体でつくり出していくのか。これは入り口のと

ころで重要だと思っています。

　２つ目は「すべての人に居場所と役割を」。 本

人の居場所と役割はどうやってつくっていくのか。

コロナ禍で外国人の親子に私たちは出会いました。

彼女は４人目の子どもがお腹にいます。彼女は子

どもができたことを嬉しいと言いましたが、私に

泣きながら話したことがあります。「日本って、

みんな優しいけど、子育てしにくい。誰も助けて

くれない。保育所はある。素晴らしい。たくさん

の人が支えてくれる。でも、ちょっとした時に助

けてくれる人がいないね」って言われました。

　入り口にも出口にも住民の支えが必要だと思っ

ています。そして、人は助けられることよりも助

けることで、とてもエンパワーメントされていき

ます。人の数ほど役割がある。引きこもりの若者

を支援することをやっていた時には、どれだけア

プローチしても前に進まなかったことが、その人

の得意なことを活かしたいとスカウトを始めた途

端にいろいろな人たちが協力者に変わっていきま

した。

　すべての人に居場所と役割を、そして支えると

支えられるはどっちの役割もあるという視点を持
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ちながら、これからも豊中のまち、しっかり頑張

っていきたいと思います。

（拍手）

堀田　ありがとうございました。２０年前の豊中

市は「ここに問題がある。何とかしろ」と言って

くる住民ばかりであったが、２０年後の今の豊中

市の住民の方々は「ここに問題がある。みんなで

何とかしよう」と、そこまで変わった。住民一人

ひとりの力を引き出すという、その努力が積み重

髙橋由和　地域づくりの実践者の立場から今回、

お招きをいただいたと思うのですけれども、大阪

からスタートして３回参加させていただいていま

す。どちらかと言うと、今日は事例というよりも、

地域づくりを進める上で、共生社会を構築するそ

の考え方とか人材育成についてお話ができればい

いかなと思っています。

　川西町は人口が１万４０００人ほどの小さい町

です。７つの小学校区で地区割りがされており、

７つの小学校区の１つが吉島地区になります。吉

島地区は人口が２２００人ほどのちっちゃい地域

で、２１の自治会で構成されており、高齢化率は

４０％。そんな地域で細々と地域づくりをやって

おります。

　２００４年、地域の各団体の皆さんに「地域が

形骸化している」「リーダーが重複し、高齢化し

ている」等々の課題があり、今までのように住民

の地縁、いわゆる昔ながらの人のつながりだけで

は、もはや地域そのものが自己完結するのは難し

くなってきているのではないかということで、そ

れぞれの団体を１つにまとめてしまって、地域を

運営する組織に再構築しようということを提案し

ました。「おまえたち、何を言っているんだ」と

いう話も喧々諤々いただいたのですが、３年間の

なってきて、ここまで変わったということです。

そして、なかなか外に開かないマンションの中に

まで助け合いの手を差し伸べよう、外国人にも手

を差し伸べようと、そこまで来ている豊中市の実

情をご紹介いただきました。

　アプローチの仕方は違いますが、素敵なコミュ

ニティづくりをやっておられます川西町吉島地区

のきらりよしじまネットワークの髙橋さん、よろ

しくお願いします。

準備期間を設けて２００７年に全世帯が加入する

ＮＰＯ法人きらりよしじまネットワーク（以下、

“きらり”） を立ち上げました。

　常勤の職員の他に、仕事を持ちながら地域の若

者がＮＰＯの事務局として参画しているところが

１つの特徴であります。そして将来ビジョン、５

か年のビジョンを掲げていて、そのビジョンの分

野に住民が参加をしながら、自分たちの地域の成

長と変化を繰り返すという取り組みを進めてきま

した。

　動ける組織、それから成長する組織に再編しな

くてはいけないわけですから、地域課題の分野を

きちんと明確にすることで、既存の団体をその分

野の中に全部入れ込む。そして、各部会に事務局

髙橋  由和氏

住民が創る
持続可能な創生と共生のプラットフォーム
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からマネージャーを配置しています。ＳＣは福祉

部会の中に入っており、第２層協議体は福祉部会

が担うという形にしています。

　自分たちの地域を運営して自立していくために、

プロセスデザインという形で１０年間の構想をし

ました。まず住民の皆さんが地域を「知る」「考

える」ことに３年くらいじっくり時間をかけ、こ

の「考える」には将来ビジョンをきちんと明確に

していくことが入っています。次に「動く」です。

ＰＤＣＡ、あるいは診断、評価活動を学びながら

成長していこう。そして「持続する」ためには地

域自らが経営をするという考え方を持ち、ビジネ

スを運営しながら地域を回していこう。併せてそ

のステップの時々において人材の確保・育成をセ

ットでやっていこうというふうにして進めていま

す。

　人口減少率では山形県はワースト３です。人口

減少・少子高齢化は日本全体の課題ですから、大

上段に掲げて議論をしてもなかなか進みません。

ですから、それによってどういう困り事が出てき

ている、あるいは今後出てくるかという仮説を立

てて、それをプラン化していく。

　いわゆる行政の財政状況も理解しなくてはいけ

ない。行政がやりたくてもできないという状況も

出てきていることは昨今でも見え隠れしている部

分でもありますけれども、行政とコミュニティが

共通理解を得なくてはいけないのは、人口減少・

高齢化が深刻であるということと自治体の財政が

深刻であるということです。

　そして人口が減るとは、自治体の職員数も減っ

ていくことをやはり想定しなくてはいけない。で

すから今までやれてきた行政領域が職員数の削減

によって作業量は増えていくという形で、現在で

も役場の職員は１人で３役、４役の仕事をこなさ

ざるを得ない状況があるわけです。公共サービス

というのは今後、その需要は拡大していきます。

高度化していくわけです。しかし、そのような理

由で事業のコンパクト化はせざるを得なくなるわ

けです。その隙間を埋めるのがいわゆる新たな公

共の領域、パートナーシップの領域になります。

地域を運営する組織であったり、中間支援活動で

あったり、ＮＰＯ法人であったり、そこがきちん

と参画していく必要があると思うのです。

　では、地域の中ではどういう組み立てをしてい

くのか。今までは地域づくりの分野と福祉の分野

はけっこう一緒にやっているようで、分かれて活

動をしてきているようなところがありましたが、

地域の中できちんと協働していく、地域のプラッ

トフォームを実現しなくてはいけないと思います。

そして昨今出てきているＳＤＧｓの理念をそれに

取り入れていくことです。

　要は「ごちゃまぜの社会」をつくるということ

です。１つの課題に対して多様な視点で解決策を

見出していくというプラットフォーム、それを地

域の中に約束していくことが大事なのだと思うの

です。そのためには、まずは地域課題の解決力の

強化をどう図るかということで、やはり住民参加

型で地域の課題を探し、そして解決していく体制

を整えることが大事です。そういう意味では、地

域の中に住民の皆さんの悩み、困り事、あるいは

夢、アイデアを拾い上げる場をつくらなくてはい

けないわけです。

“きらり”は年４回の住民ワークショップが約束

されており、必要に応じてアンケートもします。

各部会の小委員会に参加いただければ、住民の皆

さんの意見・困り事を拾うことができます。今、

組織に平均年齢３５歳の若手が３６人いて、彼ら

が住民の皆さんの意見・困り事を分析しながら企

画・立案をしています。そしてそれを役員がきち

んと精査して、地域の総意を得れば、その事業が

スタートしていくことになっています。

　住民の皆さんの下からの積み上げによって、民

主的に住民の参加と合意形成の流れに参加してい

ただくという仕組みがきちんと取られていると、

住民の皆さんはどこで発言したらいいのかという

ことがきちんと見えてきます。
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　そして地域というものを基盤としながら、その

包括的な支援、それから丸ごとのつながりをどう

つくるかと言うと、ある程度プラン化をしなくて

はいけない。支援を必要とする層が自立できるよ

うに、地域ぐるみで支えていくあり方を見える化

するためには、支え合いのプランをどうつくって

いくか。また、そのプランの中で、住民は誰でも

そのサービスの提供者になれるのだということを、

きちんとルールもつくりながら進めていきます。

　しかし、プランをつくっただけではなかなか進

むことができないので、地域の課題を事業化する

仕組みが必要です。計画をつくったら必ず実践を

する、事業化を約束していくことが大事だと思う

のです。

　その事業を運営していくには、専門的人材の確

保と育成と、住民の出番づくりが必要です。私た

ちはそのコーディネーターの役割を担うわけです

が、具体的には、住民の皆さんに話し合いの場に

来ていただき、参加をしていただく。それぞれの

ビジョン、やりたいことを考えていただき、それ

を実践に移していただく。実践に移すと、やるこ

とが見えてきて、段取りもわかってくる。では、

来年は任せると、参加・参画・行動・仕切るとい

うところまでコーディネートしていきます。

　そして、地域づくりは１人、２人でやってしま

うと、周りからの誹謗中傷で挫折しがちです。で

すから、何よりもチームをつくるということを心

がけています。３人、４人、それ以上であれば仲

間意識ができます。その人たちがコアのリーダー

として私たち事務局と一緒になって地域を盛り立

ててくれる役割を担ってくれるということです。

今まではできる方とつながってきたという部分が

あるのですが、今は、パートナーを育てて協働す

るという考え方が地域の中に根付いてきています。

　パートナーの中には子どもたちもいます。コミ

ュニティスクールとして、地域学校協働本部事業

と上手につながって、いわゆる学校教育と地域福

祉を連動させながら、子どもたちに支え合いとか

思いやりを学んでもらう環境をつくっているとこ

ろです。

　組織としてやはり持続可能性が求められるわけ

ですので、人材育成のスキームを立てています。

２１の自治会から、２年に１度、１８から３５歳

までの若者が“きらり”に推薦されて来ます。２

年間、地域活動を共にしながら、その後、自治会

に戻って活動する若者と、“きらり”に残ってさ

らに２年間、地域ケアに関わる若者に分かれます。

残った場合、５年目に初めて事務局の一員になれ、

マネージャー、理事を経ます。今、２回転くらい

して人も代わりながらやっています。地域づくり

ではなかなか学ぶことができないコーチング、フ

ァシリテート、あるいはマネジメント、マーケテ

ィングを学ぶことができる形をつくっています。

　お金については、「補助金に頼らない地域づく

り」とよく言われますけれども、やはりお金の種

類をきちんと理解することが大事だと思います。

“きらり”は年間６０００万から７０００万円ほ

どの予算ですけれども、その７割が外の資金にな

ります。これは地域が法人格を取得する１つのメ

リットであり、直接的な取引ができるということ

であります。そうやって外の資金を活用しながら

地域のサービスを充実させていくことができます。

　また、地域づくりの基金があります。これは地

域の企業とか商店が寄付してくれています。うち

は仏教会さんも毎年積み立てをしてくれています。

その中から自治会活動とか福祉ボランティア活動

に対して助成金の交付をしています。コロナ禍な

ので、生活困窮世帯についてはコロナの給付金を

一律５万円、各自治会が事業を再開するために事

業再開給付金として一律５万円ずつ、“きらり”

から給付をしています。

　ＰＤＣＡサイクルの標準化ということで評価診

断活動をしています。今、５４の事業と、活動は

１２０を超していますけれども、その事業すべて

にチェックシートが存在しています。それから、

住民の皆さんの満足度を測るのはなかなか難しい
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わけですけれども、地域課題の重要性を住民の皆

さんに判断していただいて、それに対して「満足

しているよ」「していないよ」ということをアン

ケートで見える化しています。その重要度と満足

度に開きがあるものから、選択と集中で１年から

２年くらいの期間で課題解決の事業を展開してい

く取り組みもしているところです。

　山形県でここ４年くらい、ＳＣ情報交換会の運

営をさせていただいています。山形県は悲しいこ

とに、なんちゃって協議体がけっこう存在し、当

て職で動かない、協議はするけれども実践につな

がらないところがあります。やはり第２層協議体

をきちんと回していくことがすごく重要なのだと

思うのです。生活集落圏レベルで第２層協議体を

立ち上げる。第２層協議体を立ち上げることがな

かなか難しい時には、第２層協議体的主体をつく

るということです。そして、第２層ＳＣを配置し

ながら地域の課題を事業化していく。その事業の

担い手を第３層という位置付けにし、ネットワー

クを組みながら運営していく、という流れが１つ

のプラットフォームとして機能していけばいいの

ではないかと思います（図４参照）。

　最近言われているデジタル化についてはＷＥＢ

版地域生活支援プラットフォームを構築していま

す。「暮らしの保健室」と言って、“きらり”の

生活支援サービス全部にＷＥＢ上でアクセスでき

るようにしています。また、高齢者向けのデジタ

ル講座を行っています。高齢者は１回、２回のデ

ジタル講座では習得できませんので、１週間後に

もう１回開くとか、相談窓口をつくるとか、ＬＩ

ＮＥなどでも交信しています。ＬＩＮＥグループ

の中に自分たちも入ってつなげていくことが大事

だと思うのです。

「暮らしの保健室」からいろいろなサービスの情

報を取ることができ、その中の「健康」は、慶応

義塾大学の看護医療学部の学生が毎月一人ひとり

交信をしてくれます。いわゆる遠隔地からこの地

域のために動いてくれる関係人口として都市部の

学生に協力していただいています。

　以前はタブレットで買い物支援や生活支援の情

図４
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をつくり出していこうという地域共生への道の重

要性を示していただき、そしてその具体的な姿を

豊中市と吉島地区でご提示いただきました。

　この２つの事例を聞いていただきますと、「で

きるよね」という希望が湧いてくると思いますが、

　このデジタル、あるいはこの広がりをどう使い

こなしていくか。新しいコンテンツの開発を考え

るよりも、既存のコンテンツを上手に使ってこの

広がりを拡げていく。もちろん内と内との連携も

必要ですけれども、外からの支援者と上手につな

がっていく。あるいは外と外とのつながりによっ

て自分たちの活動を外に広めていくという取り組

みが求められていくのではないかと思います。

（拍手）

堀田　ありがとうございました。吉島地区の地域

づくりのすごいところは、髙橋さんはもともと首

都圏の大企業にお勤めだったのですけれども、

「自分の郷里を元気にしなければ」という志を持

って郷里にお帰りになって同級生たちを集めて、

まずは３年間、地域の住民の方々が何を望んでい

るか、あるいは何を持っているかを徹底的に聞か

れた。

　その結果、みんなでつくっていこうということ

になって、吉島地区の全世帯が加入するＮＰＯを

おつくりになった。このＮＰＯがプラットフォー

ムですよね。ここで何をするかをみんなで話し、

やることを決めて、やり方もみんなで話して、そ

れをどんどん実行に移していくという仕組みで、

地域づくりをされました。今は子どもたちの地域

への関わり、地域の教育、子どもたちのボランテ

ィア活動から始まって高齢者たちの助け合いまで。

助け合いだけに限らない、起業的な活動もいろい

ろつくり出しておられる。非常に幅広い活動をす

る地域をおつくりになったという特徴があります。

堀田　素晴らしい登壇者の４名の方々のそれぞれ

のプレゼンを聞いていただきまして、日本のこれ

から進む道は、物の豊かさや経済については問題

があるけれども、大事なのは人であって、みんな

がつながって、その力を活かして助け合って元気

報などを出していたのですが、じっちゃん、ばっ

ちゃんが「タブレットは面倒くさい」と言うので、

今はＡＩスピーカーのアマゾンの「アレクサ」を

使っています。しゃべれば、何でもやってくれる

というものです。私たちも「アレクサ」のアプリ

を取っていますので、カメラを通じて見守りもで

きますし、コンタクトもできます。ゴミの日を忘

れたら、「アレクサ」に「“きらり”のゴミの日

はいつ？」と聞くと教えてくれるのです。「アレ

クサ」はアマゾンに申請すると、独自のスキルを

自分たちで開発することができます。ですので、

地域に合ったスキルをつくって活用することもい

いと思います。ただ「アレクサ」は、言うことを

聞かない時があるのです。「なんでかなあ」と思

ったら、「アレクサ」は標準語にしか対応しない

のです。東北のじっちゃん、ばっちゃんは訛って

いるので、「わかりません」「わかりません」と

なかなか動いてくれない時があります。

　将来は医療とつなげていきます。やはり介護世

帯とか治療中の人、まさにこのコロナ禍の中では、

きちんと声と画像で確認できるようなシステムが

地域の中にできればいいかなと思っています。

　このコロナのおかげで、広がりが拡がる可能性

が見えてきました。人はＳＮＳによっていろいろ

な形で参加できるようになってきました。モノを

シェアする考え方が出てきました。お金はクラウ

ドファンディングができて集めやすくなってきま

した。情報は自由に速く美しく取れるようになり

ました。

住民主体の地域共生社会を進めていく上でのポイントは何か
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元気になるまではいかないのです。

　ただ、どこかの段階で質が変わる。「子育ての

問題を解決するために集まってきたけれども、こ

のつながりいいなあ。このつながりのためなら少

し自分の時間を犠牲にしてもいい」とか、「ここ

で自分は認められたいよ」みたいに思う。「自分

にとってこのつながりって、単なる道具ではなく

て、もっとそれ以上の大切な何かだ」と思えるよ

うになってくる。そういう何か質的な転換、化学

変化がどこかで起きると思うのです。

　そうした時に、その困り事解決のつながりは新

しいコミュニティになっていくのだろうと思いま

した。もし可能だったら勝部さん、髙橋さんにそ

の質的転換ってどこで起きたのかということを聞

きたいなと思いました。

　また、広井さんのお話に関わりますが、地域へ

の着陸についてですが、今、地方のほうが元気だ

と言うのは、要するに職住接近で、住まいと職が

近いからこそ、住まいの問題を解決するケアワー

ク中心にいろいろな仕事もできてくるという強み

があるからだと思います。北陸などはいい例だと

思うのです。

　ところが豊中市とか私が居住している「ベッド

タウン」と言われるような所は、かつてはニュー

タウンみたいに褒め称えられたのですけれども、

職と住がすごく離れてしまっていた。ニュータウ

ンづくりが追求された時は、先ほどの広井さんの

『木綿のハンカチーフ』並みに古い話ですけれど

全国では「住民？なかなか動かないよ」というの

で、住民にやる気を出してもらうにはどうすれば

いいいのだろうと悩んでいたり、他方で、いろい

ろ働きかけてみたら住民から「仕切るのか？」と

言われて、主体的に動いてもらうにはどうすれば

いいのかという悩みを抱えておられるＳＣ、協議

体、あるいは関係の社協さん、行政さんがまだま

だおられます。

　勝部さんと髙橋さんのお話を聞いて、どんな点

がポイントかを、宮本さん、広井さんにお話しい

ただければと思います。

宮本　お２人のそれぞれの地域のお話と、広井さ

んのお話を含めて、いろいろ考えながら聞いてい

たのですけれども、３つの話はすごくつながって

いたと思います。

　広井さんは「日本のコミュニティは壊れてしま

ったけれども、新しいものが出てきていない」。

勝部さんは「昔は良かったと言うけれども、けっ

こう暑苦しいところもあって、そんなに素晴らし

いものではなかった。むしろこれからのコミュニ

ティに期待をしたい」。 髙橋さんは吉島地区での

コミュニティづくりのお話をされました。

　１つ考えたことは、私は「場」という言葉を使

いましたが、勝部さんがコミュニティのつながり

の中で「自分も居場所がある、役割がある、役立

つことがその人を一番元気にする」とお話しにな

りましたが、それが可能なところはもう新しいコ

ミュニティなのだろうと思うのです。そのコミュ

ニティのきっかけは、髙橋さんがまず出発点にさ

れた「困り事解決の集まり」。 どこでも困り事だ

けは幸か不幸か山ほどある。それに対処していく

集まりをつくっていくことがまず第一歩なのだけ

れども、みんなが自分の抱えている問題を打開す

るための道具みたいな形でそのつながりを利用し

ている段階だと、なかなかそこにつながることで

堀田  力

職住接近による
コミュニティの質的転換◆
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も、『金曜日の妻たちへ』というテレビドラマが

あって、これはベッドタウン・ドラマの典型でし

た。小田急ロマンスカーで通勤している夫の１人

が水割りを飲みながら家に帰ってくるのを見て、

「カッコいいな、この通勤」とかみんな思ってい

たわけです。よく考えたらものすごくおかしなこ

となのですけれども。

　そういうベッドタウンが幸か不幸か今沈滞して

います。１９７４年まで日本の人口問題審議会な

どがずっと言っていたのは「日本は人口が増えす

ぎている。子どもは２人までにしましょう」でし

たが、そこから１５年後にはもう１・５７ショッ

クが起きて、急ハンドルで人口減少が始まってい

くのです。人口増大の真っ盛りの時にベッドタウ

ンができましたが、そこからもうあっという間に

限界団地化が進んでいってしまった。こういう具

体的な場面でコミュニティづくりをどう考えてい

くかということが非常に重要なのだろうと思いま

す。

　実は、国道１６号線沿いの限界団地みたいな所

でも、今、問題打開のためにコミュニティづくり

が始まっているのです。東京の多摩ニュータウン

では「永山モデル」と言って、永山団地の１階の

部分にヤマト運輸のサポートステーション、地域

包括支援センター、福祉ＮＰＯが入って、団地が

丸ごとケア付住宅化しています。そこにいろいろ

な仕事が生まれてきて、新たなコミュニティに発

展しつつあります。

　神奈川県藤沢市ではＵＲ団地に「ぐるんとびー」

という小規模多機能の支援施設がそのまま市長の

裁断で入居し、部屋の一室をカフェにする計画も

あり、そのまま限界団地転じて新しいコミュニテ

ィができてきているわけです。

　こんなふうに第１の論点として、課題解決のつ

ながりからコミュニティへの進化について触れま

したけれども、それが地域への着陸。むしろベッ

ドタウンが今、地方に近づいていて、いい意味で

職住接近、ケアの団地への埋め込みみたいな形で

コミュニティづくりが始まっています。こういう

舞台でお２人の議論を考えていきたいなあと思い

ながら聞いていました。

広井　勝部さん、髙橋さんのお話を非常に印象深

く伺った上に、今の宮本さんのお話で大いにまた

触発されまして、いくつかコメントさせていただ

きます。

　宮本さんがおっしゃったように、コミュニティ

というのが改めて今日の大きなテーマの１つだと

思います。コミュニティはある意味ではシンプル

だと私は思うのです。人間というのは、やはり１

人では生きていけなくて、コミュニティを求める

存在だというのが一番基本だと思うのです。ただ、

コミュニティには大きく２種類あると私は思って

います。

「農村型コミュニティ」と「都市型コミュニテ

ィ」と言っていますが、農村型コミュニティとい

うのは、いわゆる空気や忖度の世界と言うか、わ

りと空気でつながるみたいな。それはそれでもの

すごく大事だと思うのですけれども、一歩間違え

ると、先ほどの勝部さんのお話にもあった閉鎖的

なコミュニティのような非常に抑圧的なものにも、

あるいは内と外を区別するようなものにもなって

しまいます。

　私はやはり今の日本社会で特に必要なのは都市

型コミュニティと言うか、要するにある程度しっ

かり個人が独立しながら集団を超えてつながって

いく。勝部さんも髙橋さんもやられていることは

まさに集団を超えてつながっていくことだと思い

ます。都市型コミュニティ、個人がしっかり独立

しながらつながっていくこと、これが全体を通じ

て思った点の１つです。

　もう１つは、宮本さんがベッドタウンとか団地

の話をされて、ちょっと聞き慣れない言葉だと思

いますが、私は「福祉地理学」という言い方をし

独立した個人がつながり、
福祉を他の領域に開いていく◆
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ています。福祉地理学と言うのは、一口に福祉と

言っても、場所によって大きく性格が違ってくる

と思うのです。東京のような大都市圏、その郊外、

地方都市、農山村では、当然人と人との関係性や

そのまちの空間構造とか、職場と家の空間的な配

置などが全部違います。

　ですから、福祉の領域にそういう空間とか地理

的な視点を入れる。あるいは場所と言いますか。

私は「福祉を場所に戻していく」という言い方も

するのですけれども、宮本さんが先ほどおっしゃ

ったような、そこの地理的な特性とか場所として

の特徴みたいなことを視野に入れて福祉を考えて

いくことが非常に重要になっているのではないか

と思っています。

　皆さんのお話を伺っていて、福祉を他の領域に

開いていくことがやはり非常に重要だと思いまし

た。地域再生みたいなことに最近よく関わってい

ます。例えば商店街はただモノを売り買いする場

所ではなくて、そこで人と人とのコミュニケーシ

ョンが生まれて、一種のコミュニティ空間みたい

なものですが、それがシャッター通りになってい

ることが多い。勝部さん、髙橋さんのお話に共通

堀田　コミュニティを、ただ困り事を解決する、

助ける・助けられる、そういった関係から、もっ

と新しい幅広い人と人とのつながりに広げていく

ことが大切だという宮本さんのご指摘がありまし

た。そして福祉に限らず、人はいろいろな面を持

っているのだから、幅広いいろいろな面でつなが

っていくことが大切だろうという広井さんのご指

摘がありました。

　地域共生社会にしていくには、それぞれの住民

の方が自分の役割を限定しないで、どんどん自分

を活かして社会に参加していく。そのことが力を

生み出し、新しいコミュニティをつくるのだと思

していたと思いますけれども、まちづくりとか、

狭い意味の福祉以外の領域とつなげていくことで

相乗効果が生まれる、それが今、非常に大事にな

っていると思います。

　テツオ・ナジタさんという日系アメリカ人の方

が書かれた『相互扶助の経済』という非常に印象

深い本があります。「経済というのは何だろうか。

もともと経済自体が相互扶助のものだったのでは

ないか」というような議論で、実はそれは日本に

ＤＮＡがあるということです。そんなに難しい話

ではなくて、よく言われる近江商人の「売り手よ

し、買い手よし、世間よし」という「三方よし」

みたいな。これは経済であると同時に、まさに福

祉、支え合いの考え方です。ご存じの方も多いか

と思いますけれども、東近江市では「東近江三方

よし基金」で地域コミュニティづくりの活動をし

ています。

　福祉をより広い、他の領域にも開いてつなげて

いくということが、勝部さんや髙橋さんのお話か

らも感じられて、そこも印象深く受け止めた次第

です。

うのですが、どのようにして住民のそれぞれの方

が自分の力を活かして参加しようという気持ちに

なってきているのか、そこをどういうふうに仕掛

けておられるのか、勝部さんと髙橋さんに、その

ポイントをもう一度まとめてお話しいただければ

と思います。

勝部　ＳＣの方がたぶん会場にもたくさんおられ

ると思います。協議体でいろいろな課題をみんな

で話し合って、解決していくためのいろいろな仕

住民の参加意欲を引き出すポイントは何か

困り事を知ることが優しさを醸成する◆
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組みづくりをする。でも、「この体操をやるのは

週に１回にしてください」「１時間にしてくださ

い」「何人にしてください」と、どんどん縛られ

ていくと、やっているほうはやらされ感しかない

のです。実のところを言うと、「こういうことが

重要だ」というミッションがわかると、そこで工

夫がものすごく生まれていき、その工夫をして

「自分たち、イケてるやん」と思うことが面白み

につながっていくということがあると思うのです。

　今回、コロナで外出自粛が出て、活動はちょっ

とできないということを地域の皆さんと決定した

時に、ボランティアの方から「阪神淡路大震災か

ら、私らは一生懸命みんなで『見守り』『見守り』

と言って、『あの人、どうしてる』『この人、ど

うしてる』ってやってきたのに、こんなコロナご

ときで止めていいような活動やったんか、勝部さ

ん」と言われたのです。ガツンとやられた感じが

しました。

　皆さん、顔が見えているのです。「あの人が心

配」と考えると、「往復はがきだって出せるやん」

「ポスティングでナゾナゾ書いて持っていってあ

げたらええやんか」と、皆さんがいろいろアイデ

アを言ってくれるのです。「これって要綱でどう

だ」とか「活動の回数がどうだ」とかで言うと、

「今までの見守り活動と違います」「実積として

はどうなのか」みたいな話になりますが、人と人

とのつながりと言うのは、その人のことを心配す

る気持ちがどう沸き上がってくるかというところ

なのです。

　先ほど学習支援の話をしましたが、中学校でず

っと不登校の子宛てに「次回の学習支援は何日」

というのを、１人の男の子に書いてもらうように

したら、その子が「次回はどういう日か」という

ことを一生懸命辞書で調べて考えて、「次は七夕

から２週間後です」とか黒板に書いてくれるよう

になった。書くことをすごく楽しみにしていて、

何でなんやろうかと思って聞いたら、「僕らの学

校ではいつも黒板に書くのは学級委員の子で、僕

はそんなことをやったことがない。ここに来たら

自分はそういうことができる」とぼそっと言った

のをボランティアの人が聞き取りました。「そう

か、この子ってそういうことをやりたいという憧

れがありながらも、ずっとできなかったんやな」

と気づける人たちがその集団にい始めると、優し

い集団になるじゃないですか。

　地域の協議体は、何が困っているのかをみんな

が知ることによって優しさを醸成していくことを、

場の中でどうつくっていくかということがすごく

大事なのかなと思っています。

　コミュニティは自分の心の距離との関係なので、

ご近所がいい人もいれば、ご近所が嫌な人もいる

し、離れた所がいい人もいれば、チャットのほう

がいい人もいるのです。そうした距離との関係の

多様なコミュニティをどうつくっていくかという

ことを、地域共生の中ではこれから私たちは、単

純に考えないで、もっと一人ひとりに寄り添って

考えていくことが大事ではないかなということを

すごく思います。

堀田　どうすればその人が面白みを感じ、人に優

しい気持ちになるか。そうなるように上手に場を

つくっていけばいい。それがコミュニティを変え

る１つの大きな契機になるだろうというお話でし

た。

髙橋　やはり危機は危機としてきちんと受け入れ

るという作業がまず必要で、その上でその解決と

いう部分は夢のあるものにしていくことだと思う

のです。だから勝部さんがおっしゃったような、

楽しみに変えながら解決につなげるという部分が

あると思うのです。

　そういう意味で、いろいろなアイデアがその夢

につながるような形づくりが必要だと思うのです。

どうしても地域課題とか少子高齢化、人口減少と

いうのは重くなりがちですが、それをしたたかに

問題解決が夢につながるような
形づくりが必要◆
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いきがい
助け合い

あげるよ」とか、「うちでお料理したついでに、

あんたのところの分もつくってあげたよ」とか、

「どこかへ出かけるついでに、乗っていく？」と

いうキャンペーンです。今ちょうど「掛け合い運

動」のキャンペーン中で、子どもから大人まで地

域の人は全員、挨拶だけではなくて一言声を掛け

るというサービスをみんなで広めていこうとやっ

ています。支えると言うと、何か面倒くさいなと

なると思うので、気軽さが必要だと思います。

「こういうキャンペーンに参加してください」と

いう気軽なものをつくっていく必要があると思い

ます。

　それと、地域の若い世代をどう巻き込んでいく

かであります。要は「自分たちがその世代になっ

た時、地域の中にそういうサービスがあったらい

いよね」というものをきちんと考えていただく場

が必要です。若者の役割ももちろん重視しつつで

はありますけれども、その中で若者と高齢者が交

流しながら、自分たちのサービスをつくっていく

という関係づくりも必要なのだと思います。

　とにもかくにも、面と向き合ってしゃべると、

けっこう若い人たちも声を出してくれます。「う

ちの地域は若い連中がなかなか参加してくれな

い」と言うのですが、若い人と向き合うことから

どう捉えるかだと思うのです。

　例えば、地域のじっちゃん、ばっちゃんがタブ

レットを持ちながらワイワイ騒いでいるとか、ユ

ーチューブを見てゲラゲラ笑っているとか、ある

いはゲームをしているとか、そういう場面を想像

しながらサービスをつくっていく。生き方をどう

支えていくかということなので、地域の中にはい

ろいろな生き方をされている方がいらっしゃるの

で、その方がどう楽しんで人生を送っていただけ

るかにあると思うのです。そういう意味ではやは

り少し遊び心を入れたような取り組みがあっても

いいのかなと思うのです。

　住民は一人ひとり、一人一役を担うというとこ

ろがあって、それは必ずしも汗をかいて何かの行

為をすることではなくて、高齢者にお手紙を書く

というのも１つの役割であったり、話を聞くとい

う役割であったり、声をかけるという役割もあり

ます。

　しかし、今までは「地域でこういうことがやら

れています」ということをなかなか表現してこな

かったのです。ですから、地域の中でキャンペー

ンを張るとか。“きらり”では「ついでにサービ

ス」というキャンペーンを設けています。「お買

い物のついでに、一緒にあんたのもの買ってきて
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逃げていませんか。「うちの息子は忙しいから」

「若い連中、忙しいじゃねえか」とか、大人は勝

手な理由をつけがちです。でも、皆さん、考えて

ください。地域づくりを３６５日やっている人は

どこにもいないのです。せいぜいやっても週１と

か週２とかです。「その時間を貸してくれ」とい

う形で、若い人に目を向ける。一緒に議論する場

をつくる。そしてアクションに起こすところまで、

ぜひ取り組んでいければいいのではないかなと思

います。

堀田　いろいろなつながりをいろいろな形で広げ

たいというメッセージでした。特に若い人たちを

巻き込んでいく。社会はあらゆる層の年代からで

きておりますので、みんなつながってやっていく

ことが大切になってくるのかなと思います。

「地域共生への道」をみんなでつくっていきたい。

それにはそれぞれが持っておられるそれぞれの能

力、力をみんなで支え合って活かしていきたい。

そのような場を広げていきたい。そういった基本

についてのメッセージを出すことができたかと思

います。

　素晴らしいご発言・ご提案、大変ありがとうご

ざいました。皆様も最後までしっかり聞いていた

だきまして、ありがとうございました。

（敬称略）

誰一人取り残さずウェルビーイングに

暮らせる社会を目指して、

住民が分かち合い、支え合う

地域共生の環境をみんなで広げていこう

提
　
言

＊東京サミットではジャンプとして、全体シンポジウムでも提言を発表しました




